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地理空間情報を高度に活用できる社会 

（G空間社会）の実現に向けて 

平成28年 1月29日 

衆議院議員  

自由民主党 

 Ｇ空間情報活用推進特別委員会 委員長 

 政務調査会長代理 

前総務大臣 

                        新藤 義孝 

G空間社会の実現と福島復興への貢献 

２０１６ 
 

前総務大臣 ・ 衆議院議員  

自民党 Ｇ空間情報活用推進特別委員長 

新 藤 義 孝 

準天頂衛星初号機“みちびき”打上げ 
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（公財）国際研修交流協会 第30回 国際セミナー 



世界の中で日本は 
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ＩＣＴ成長戦略 
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新藤総務大臣によるトップセールス （2013. 2014） 
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Ｇ空間情報とは 

（ｘ,ｙ,ｚ,ｔ） 

測位衛星（ＧＰＳ等） 
 時刻情報、衛星の軌  
道情報等を送信 

４機以上の測位衛星から 

信号を受信して 

位置と時刻を決定 

衛星測位情報とは？ 
準天頂衛星 統
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デ
ー
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防災施設の分布 

老朽木造住宅の分布 

一人暮らし高齢者の分布 

災害による自動車通行 

不能箇所 

様々な情報の関連性が 

わかり、総合的な対策を 

考えることができる 

重ね合わせると 

地理情報とは？ 

すべての事物・現象は、位置と時刻を有しており、 
それらの情報の利活用による本格的な情報化社会が到来 

－ Ｇ空間情報を高度に活用できる社会の実現 － 

準天頂衛星４機体制確立 
 2017年打ち上げ 

 2018年運用開始 



Ｇ空間情報を支える仕組み 
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全ての情報に高精度でリアルタイムの位置と時刻を提供する21世紀のインフラ事業 

第4次産業革命を 
支える基幹インフラ 



Ｇ空間社会とは 

ゲリラ豪雨接近中 

今、走れば 
乗れる！ 

家族はどこ？ 

急行が接近中 

避難した方が良いのでは？ 

津波が3分前に発生 

現在位置・時刻 
子供が川で遊んでない？ 

地震で火災が多数発生 

いざというとき、あなたの行動を左右する 
リアルな情報が確実に得られる社会 

新たなサービス・産業の創出のために 
リアルな情報が確実に得られる社会 

モビリティ 

Ｇ空間情報センター 

農機・建機の自動運転 IT林業 

海外展開 

IT農業 
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Ｇ空間２.０ 

 「Ｇ空間プラットフォーム」等の成果を踏まえ、H28年度に「Ｇ空間情報センター」が運用を開始する予定。また、H30年
度には準天頂衛星の４機体制も確立し、多様な分野でのＧ空間情報の利活用が本格化する環境が整う。 

 こうした状況の変化を踏まえ、「Ｇ空間情報センター」を活用して、防災、農林水産業、観光、医療福祉、物流、社会
資本、行政の高度化・効率化など、幅広い分野での大規模な社会実証を産学民官で実施することにより、社会経済
への大きな波及効果を実現。 

１ Ｇ空間情報を活用した幅広い分
野での大規模な社会実証 

２ Ｇ空間情報センターの共通基盤
化を徹底するためのルール整備 

３ Ｇ空間２.０の社会実装に向け
たビジネスモデルの確立 

４ 成功モデルのアジア・太平洋諸
国等への海外展開 

・津波防災技術とG空間情報を  
融合されたリアルタイム津波浸水
予測の実現 
・リアルタイムかつ高精度な土砂災
害等の被害予測シミュレーションの
実現 

 
 

防災・減災分野 

・衛星測位情報を活用した農機の
運転アシスト、自動走行等により 
これまでにない省力化を実現 
・Ｇ空間情報の活用により、森林・
水産資源等の詳細な状況把握を
実現 

 
 
 

農林水産分野 

・ ３次元地図等のG空間情報や  
多言語音声翻訳システムを活用 
した観光・バリアフリーナビの実現 
・G空間情報や車載センサを活用 
した自動走行システムの実現 

 
 

観光・交通分野 
・Ｇ空間情報の活用によって地方
自治体の道路管理、固定資産税、
都市計画等の業務が効率化され、
住民サービスが向上 

 
 
 

行政分野 

Ｇ空間２.０の実現に必要な取組み 
Ｇ空間２.０ 

高精度衛星測位等の宇宙インフラ 

 多様な位置データを集約したＧ空間情報センター 
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自民党 経済好循環実現委員会 

経済好循環の実現に向けて ~横串と団子~ 平成27年6月16日 から 

http://jimin.ncss.nifty.com/pdf/news/policy/127993_01.pdf 



全ての情報
には高精度
でリアルタイ
ムの位置と
時刻の情報
が含まれる 
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Ｇ空間２.０で福島復興に貢献 

○低コスト・高品質・高収量農業の実現（スマート農業）           〇新産業創出 
○森林資源ＳＣＭ構築による儲かる林業の実現（スマート林業）     〇雇用創出  
○スマート農業／林業に人材育成と国際展開                〇地域活性化 

準天頂衛星・GNSS 地球観測衛星 

UAV 

G空間情報センター 

基盤情報 
インフラ情報など 

平成28年 

運用開始予定 

加工場 

スマート農業 
・農作業の 
ロボット化 

 
・ＩＣＴによる 
営農支援 

 
・農業クラウド構築 
 
・農業の６次産業化 

人材育成 海外展開 

ＳＣＭ：サプライチェーンマネージメント 

住宅 CLT木造ビル 

家具 バイオマス 

発電所 

製材工場 

パルプ工場 

木材市場 

スマート林業 

 ・ＩＣＴによる森林資源情報 
の一元化 

 ・林業作業の 
ロボット化 

 
 ・川上・川中・川下事業の 
ＳＣＭ構築 

 

植物工場 

川中 

川下 

川上 
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地理空間情報活用推進基本計画（第3期）骨子案（概要） 
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Ｇ空間プロジェクトの推進体制 

地理空間情報 
産学官連携協議会 

学界 

産
業
界 

地方公共団体等 

地 理 空 間 情 報 活 用 推 進 会 議 

議  長：内閣官房副長官 
副 議 長：内閣官房、内閣府、総務省、 
     文部科学省、経済産業省、 
     国土交通省の各担当局長級 
構 成 員：その他の関係省庁局長級 

○個人情報保護・知的財産 
 に関する検討チーム 
○国の安全に関する検討チーム 

○基盤地図情報整備・更新に 

 関する検討チーム  

 ○G空間情報センターの利活用推進 

  チーム 

 ○防災システム高度化推進チーム 

 ○IT農林水産業推進チーム 

 ○地域・中小企業活性化推進チーム 

 ○海外展開推進チーム 

 

国 

自由民主党 
Ｇ空間情報活用推進 
特別委員会（Ｇ特） 

委 員 長 ：新藤 義孝 

委員長代理：石田 真敏 

事務局長  ：藤川 政人 

顧   問  ：河村 建夫 

          額賀 福志郎 

衛星測位 
ワーキンググループ 

地理空間情報活用推進会議 幹事会 

議  長：内閣官房内閣審議官 

報告 

決議 

要望 

G空間プロジェクト推進 
ワーキンググループ 

地理情報システム 
ワーキンググループ 


